
洲本実業高校ビジョン出前講座グループワーク 

 

＜グループワークのテーマ＞ 

ビジョンの目標にあるそれぞれのテーマを実現するために地域ができること、私たちが

できることを考えよう 

 

＜グループワークで出た主な意見＞ 

【目標１：持続可能な暮らしと環境の島】 

淡路島のだんじり祭りを未来に残していくためにできること 

地域ができること 私たちができること 

・大人だけでなく子どもも楽しめるようにす

る 

・ポスターなどを掲示する 

・子どもだんじりを増やす 

・どの世代も楽しめるような祭りにする 

・ゆるキャラを呼ぶ 

・参加してくれた人にジュースやお菓子を無

料で配る 

・だんじりを盛り上げて参加したいと思える

ような楽しいイベントにする 

・学校の授業として参加する 

・幼い頃からだんじりについて触れる機会を

つくる 

・だんじりの体験ができる場所を作る 

・知名度を上げる 

・地元のまつりに参加する 

・SNSや動画掲載アプリなどでだんじりの

良さがわかる写真や動画を発信し、多く

の人に知ってもらう 

・若い人達ができるだけ淡路島に残ってだ

んじりに参加する 

・地域の人と交流する 

・身近な人に参加するよう呼びかける 

・だんじりについて知る 

・移住者にだんじりの魅力を伝え、参加し

てもらう 

・だんじりに興味がある人を連れてきて参

加させる 

 

 

【目標２：食とエネルギーを生み出す島】 

若者に１次産業に関心を持ってもらうためにできること 

地域ができること 私たちができること 

・１次産業の大切さを教える機会をつくる 

・インスタ映えをねらう 

・生産者と消費者がつながる機会をつくる 

・農作物や魚などのおいしさをアピールする 

・再生可能エネルギーを増やす 

・名産品をメディアにもっと取り上げてもら

う 

・漁業や農業の仕事を体験する 

・淡路島産の食材を買う 

・１次産業について詳しく説明したチラシ

を作成して配る 

・野菜を植え、育てることの良さを伝える 

・好き嫌いしない 

・SNSで淡路島の食材を発信する 



・島外からの技術を持ち込み、淡路島でも活

用する 

・森林を伐採しない 

・若い人に農畜水産業について知ってもらう

ためにイベントを開催する 

・気軽に１次産業にチャレンジできるよう

に、失敗したときの支援を手厚くする 

・食品ロス削減や再生可能エネルギーに取り

組む 

・環境保全の活動に参加する 

・食料を無駄なく消費する 

・ゴミ拾いをする 

 

【目標３：危機や災害から生き残る島】  

災害に強い地域にするためにできること 

地域ができること 私たちができること 

・避難訓練をする 

・絆を深める 

・地域の人と災害が起こった時の避難場所を

確認する 

・AI 技術を活用し、高齢者のための防災環境

を整える 

・様々な災害に想定してハザードマップの種

類をたくさん作っておく 

・家の耐久力を上げる 

・２次被害をなくす 

・電柱に逃げる方向の矢印を貼って誰でもわ

かるようにする 

・災害について知識をつける 

・避難するときに持って行く食料や防災グ

ッズを用意する 

・避難経路を確認する 

・倒れてきたら危ない家具は前もって固定

しておく 

・日頃から地域の人たちと交流を深める 

・避難場所を知る 

・海などの近くに家を建てない 

・災害時、多くの人に助けてもらうために

島外の友人をつくる 

・火事をなくすために、ガスコンロから IH

に変える 

 

【目標４：観光客や移住者と共に発展する島】  

淡路島がこれからも観光の島として発展するためにできること 

地域ができること 私たちができること 

・自然と町を融合させる 

・伝統芸能を通して外国人と交流を深める 

・季節ごとにイベントを開催する 

・地域の交流を増やす 

・木をいっぱい植えて空気をきれいにする 

・空き家や空き地を有効に使う 

・若い人が行きたくなる店や観光スポット

を増やす 

・体験できるサービスを増やす 

・ポイ捨てをしない 

・海にゴミを捨てない 

・自然を大切にする 



・デジタル技術を活用する 

・ツーリングが楽しめるルートを開拓する 

・伝統芸能を取り入れた古民家を作る 

・バスなどの交通網をよくする 

・移動手段を今よりもっと増やす 

・淡路島の良さや住みやすさを SNSで発信

する 

 

【目標５：全ての人が誇りを持って生きる島】 

高齢者がいつまでも元気に生活するためにできること 

地域ができること 私たちができること 

・障がい者が快適に過ごせるようにバリアフ

リーにする 

・高齢者など社会への適応が難しい人などを

助け合う 

・ユニバーサルデザインを活用して、一目で

わかりやすくする 

・買い物が楽にできるようにタブレットで注

文できるようにする 

・高齢者が見やすいように商品の名前などを

大きく書く 

・認知症防止のため色んなゲームを増やす     

・高齢者が歩きやすいようにスロープをつく

る 

・医療を発展させる 

・小学校で昔の遊びのレクリエーションの時

間をつくり高齢者と交流する 

・地域の人に毎朝あいさつをする 

・誰とでもコミュニケーションをとる 

・老人ホームに遊びに行く 

・高齢者と交流する 

・イベントに参加する 

・高齢者と若者との交流や会話を増やす 

・高齢者が楽しい生活が送れるように高齢

者が集まるイベントをつくる 

・簡単にできる運動を一緒にする 

・祖父母の家に遊びに行く 

 


